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Relationship between the Intake of Energy and Intake of Nutrients 
















































3. 結 果 
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っていた。この値は推定平均必要量よりも少
なく、欠乏症の恐れも考えられた。ビタミン
Aが欠乏すると夜盲症や免疫能の低下などが
報告されている。感染症予防の点から積極的
にビタミンAを摂取するよう指導が必要と考
えられた。ビタミン B1や B2摂取量も推奨量
を下回っていたことからビタミン類の摂取量
を増加させるよう食事内容の見直しが必要で
あった。食物繊維の摂取量について食事摂取
基準の値より両群ともに摂取量が不足してい
た。食塩相当量については両群とも食事摂取
基準に記載されている目標量とほぼ同値であ
ったが、食塩相当量が低かった背景には単純
に食事量が少ないだけで、減塩に配慮した食
生活であったわけではない。実際、食事記録
を観察すると、加工食品の摂取や、ラーメン
など塩分の多い食品名も多数見られた。 
 今回対象とした集団において、身体活動レ
ベルⅠでの推定エネルギー必要量を満たして
いても、ほとんどの栄養素摂取量が推奨量、
目標量を下回るという結果であった。身体活
動レベルを上げ、摂取エネルギーを増やす必
要がある。摂取エネルギーが増えると食事量
が増え、結果他の栄養素摂取量についても推
奨量や目標量に近づくと考えられる。しかし
ながら、食塩相当量については、少ないエネ
ルギー摂取量であるにもかかわらず両群とも
7.0gを越えて摂取しているため、食事量を増
やす必要があるが、減塩についての工夫が必
要と考えられた。今後は、食事調査に合わせ
て、生活活動調査や食意識に関する意識調査
を行う予定である。 
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